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合成宿養甚による梨姫心喰虫の人工無菌飼育 予報
松本義明 ・ 安江安宜
1. 緒 置
とれまで昆虫をその本来の食物とは全く別個に人工的に調合Ltc食餌をもって飼育して，そ
の世代を完了させ得る昆虫としてはイエパX，.:::.クパ:r.，ショウジヨウパ:r.，ノミパ:r.，カ，
ゴキブリ，コグヌストモドキ，アヅキゾウムシ，マメゾウムシの1種，コナマグラメイガ，ハ
チミツガ等があった.草食性昆虫のうちで植物組織内に喰入る習性をもっ穿孔性の鱗遡類につ
いては近年米国の Bottger(り， Beck(2-s)等がアワノメイガ乃IraωtalIubilalis HURN闘を用い
て既知物質のみによる人工無菌飼育に始めて成功し，号えいで我国の金子町澗山153，摘奮(OJ，
石井(7)等が二化旗虫にたいて同様の報告をするに及んで，従来その実施が困難であった草食性
昆虫の栄養生理学的研究に新たな道~開拓したが，斯かる基礎的研究け.またその応用的価値も
頗o大なるものがあると思われる.
筆者等は19回年8月から10月にかりて梨，桃，卒果等の重要筈虫であるナシヒメ γγタイム
シ Laφeyresia(= Grapholit加 )molesta Bp猷JK の合成培養基による人工無菌飼育を試みたと
とろ，いままでに僅か数個体ではあるが，その成虫と老熟幼虫とをと得るととができた.さらに
追試をする必要あるは勿論のととであるが，ととに取敢えやその実験経過をのペて中間報告と
する
常本実験を行うにあたり種k御教示ならびに御便宜を仰いだ岡山大学農学部容JlfJ忠吉教授，
当研突所小沢潤二郎助教授，岡山束事ヰ農業試験場白紳虎雄投師，当研究所植物病理学研賓室及
び像芸化学研究室の各位に深甚なる謝意を表する衣第である.
l. 実験材料及方法
本実験にもちいたナシヒメ シンタイムシの母蛾をえるには戎の方法によった. すなわち，
1952年8月--9月上旬に沿いて杉捕の新梢中に喰入している幼虫を採集して宕て，とれを硝子
ポットのなかで勇探〈品種八雲)に喰入させ，室長温で間育した後，得た蛸化個体を金網蓋をし
た硝子ポットのなかで羽化させ，ポットの内壁にあてがったパラフイン紙に産卵させた.なた
との容器内には水叉は10%熊楠をふくませた肱脂綿を3なき， 産卵率の増加を計った(8)
(i)培養基の慮方 使用熔整基の処方比主婦賭研境(ト7)並びに筆者の一人安江のノミパエの
人工飼育に関する研究仰を参考にすると共に，ナシヒメシYタイムシの主要な食餌植物である
梨県及桃巣の分析表(J~1i1)を考慮して作製し，第 1 表に掲げたように組成を多少異にした4種
類の合成培養基を用いた.第1表中使用Lた東洋描紙粉末及 C.M. C. (工業技術匝溌明特許
品〉は当研究所農芸化学研賓室小沢助毅授の御好意によ b介与されたもので②る.叉有機酸類
は近藤等{刊の梨果廿世紀及長十郎についての分析結果を参考として第2衰の如く処方を作製
し，林檎酸，拘櫛酸，酒石酸の混合物を筑鉢で粉陣混和し，粉末とじて用いた.
周知のようにナシヒメシYグイムシの彦卵習性はι カメイガやアワノメイガの場合と呉って
卵塊般に産まないで1個づっ分離して産付げるために，個体別飼育が容易で、ある.したがって
本実験にたいては寒天埼養基を小試験管に分注して個体飼育をたとなったが，との場合，培養
〔農学研究第釘)巻第4号 205-208頁 1952) (鈎5)
第 1表 合成培養基の組成
試一、料『匂』一雪隠~・----区 1. (Qm廿01) ロ. m. 1V. 
Watぽ 9O.cc 90.∞ 卯.∞ 90.∞ 
Agar 3.0g 3.0g 3.0g 3.0g 
Cellulosel) 1.0 1.0 1.0 1.0 
C. M. C.:) 1.5 1.5 1.5 1.5 
Sucrose 4.0 4..0 4.0 4.0 
Fructose 4.0 4.0 4.0 4.0 
CaseinS) 1.0 5.5 5.5 5.5 
Cholesterol 0.2 0.2 0.2 0.0 
Olive-oil O.お~ 0.2伝記 0.25∞ 0.2occ 
Ebios 3.0g 3.匂 3.0g 3.0g 
Cholinechloride 0.1 0.1 0.1 0.1 
Min釘al圏外) 0.5 0.5 0.5 0.5 
P信託h・leavesr，) 1.8 1.8. 1.8 
Acids 0.1 0.1 0.1 0.1 
Others Copper O.似)()1
註 1) Toyo Filter paper 60 mesh powder. 
2) C. M. C. : Sodiwn臼rboxyMethyl Cellose， Ce.Hs 04・0・CH2COONa
3)・局方飾8号で飾別したもの。
4) 
5) 
6) 
McCollum & Simond's Salt. 
8 J!15日採取した白桃業く品種不審車〉減圧稔燥紛末
CuSO・+5H20
4健献唱r_ Itll 
Malic acid 
Citric acid 
Tar旬ricacid 
3.9g/H2011 : 0.1民
. ~ 2表有機酸混合物
本務tr:Jcs.tr I処方
0.96 g 
0.035 
0.125 
〈但し書置中数字は可食部1Kg当りに換算した瓦数〉
量2・(1929)の分鋒紘操
tiI'捻飽3
0.9401g 
0.0341 
0.126'7 
8) 
基をコツホ釜のなかで誠菌すると高温による寒天の粘度低下のために場整基中の諸成分が比重
の相遣により数屠にわかれて沈澱し，不均一な歌態とた忍.そとで筆者等は高温にたいして安
定た粘度の高い物質事こ培養基のなカν、報知するととによ_t)，均一イヒの目的を遣し得るものと考
えて，種kの物質を探索したが，幸い糊料 C.M. C. (Sodium CarboXy Methyl CelluJo民
or Cellulose Sodium Gl戸ollate)，ce H9 Oc O. CH~ COONaを入手するととができ，とれを
場整基に添加すると少〈とも肉眼的にみて大体理想的と思われる均一な培養基を得るととに成
功した.
(U) 培養基の調製 容量3OOcc.のピーカ{中に先づ粉末望堅実，揺紙粉末， C. M.C.粉末
を入れ，約5Occ.の燕溜水と共に水浴上で数分間捜枠L，よ〈溶解混和させた後，残量の'7](及
試料を加えて豹20分間撹枠混和し，流水中で冷却凝固させる.弐に Beck& Stauffer仰の方
〈制) -50ー
法にしたがい，一定量の寒天埼養基を切取り，径約l.5cm，長さ約 10.5cinの小試験管に入
れ，綿栓後，常法にしたがい，コツ-*釜中で15分間3回づ L間歎誠菌を3なとなった. C:M. 
C.を加えた場合の昧点は高温のとぎでも粘度が高いといふ利点がわざわいして調製Lた寒天
樗整基乞液般のまま試験管に分注するととが殆んFど不可能な，長である.しかし，叉他方にたい
て此の C.M. C.を加えたととによっ-C， Beck等の行った個体別飼育に際いての無菌操作を
より一層詳易ならしめ得たと考える. 向調製直後の署長天埼養基の pHは約i5.8であり，何等
修正を施さす=にそのまま用いた
(lli) 虫卵の殺薗方法 ナシヒメシγタイムシ卵の殺菌，接種は卵の匪子:が黒色を示す様に
なってから行った.殺菌方法t士夫の如くである.すなわち径約 5.5cm の小さな精子漏斗中に
金網をしぎ，漏斗下部にはピシチロツタをま変りた-;:1.+ム管を接続する.との漏斗に0.1%昇宗水
を満たし，ピYチコツタの開閉により数回洗糠後，再び昇宗71<を満たし，供試卵をパラフイ γ
紙細片に附着したまま投入して4分間漫潰後，昇宗水をピYチヨツタ開放により落下させ， 70 
%ェチルアルロー ル，叉r.t.瀦菌71<で数回洗瀧してそのまま滅菌水中に浮世宇させ，逐次取出して
常法遜b試験管に接種したとの場合署長天培養基を入れた試験管は斜面とせや，重屠寒天とし
此の試験管内壁に供試卵をはPつりたのである.
11.実駿結果
接種した試験管は温度26-270C及関係湿度70-75%の恒温器に牧容し，毎日一定時にその
卿化及生死肢1患を観察したなゐ恒温器は建、光献態として供試虫の休眠誘発を防止した(19-ー 創).
供試卵の騨化はいづれも接撞後1日-2目以内κ行われたが，その卿イヒ率は二化旗虫卵η場合
などに比較すると著しく悪くて，供試卵総数70個休中瞬化卵数46個で即ち醇化率は豹66%であ
った.とれはかつて春JI閣の行った自然祇態にたける成績が瞬化率 98.5%であった事実から
考えても，筆者等の場合に卿化率が低いととは或は誠菌操作上の技術的欠陥によるものとも思
われる.
第 3 表
I E E 
倹 試 !js 数 15 21 17 
'斡 化 ljs 数 8 14 9 
3令に主主した虫数 2 ;占
老熟幼 虫数 3 
連理化個体数 2 . 
既にのベたように，組成を多少づ
つ違えた4種類の合成糟整基を用い
て人工無菌飼育をしたが，今回は供
試個体数が少なかったので堵整基各
成分の優劣を上t依するととは出来な
いが第3表に示めすように，第I
及第E区のみから若干の 3令個体
〈令期の判断は死後に珊直視胞によ
- 51-
N 官干
???』?
?
?
?? ???
??
合成主音養基から羽化した
ナV ノヒメνンクイガ
〈約2傍〉
左甲 Sept.28接種
Oct. 23結繭
Nov.15 若理化
右 O Sept.16接調
Oct. 12給繭
Nov.14 連理化
(207) 
る(22))及び老熟幼虫(綿栓内で結繭したもの〉を得たが，他はすべて1令に沿いて死亡した.
その後第1区における老熟個体は1952年11月14日及15日に至札羽化した(写真参照).癖化
よb最長距までに経過日数r.r.25.，28日である.
叉ナシヒメシγ タイムシ幼虫の消化酵素についてはSwingle刊によれば加vertase，lipase， 
tripsin， erepsinが中腸壁から分泌されているが， celJula田， lacta田， mal組問， amyla田 はー
証明されていな)/"¥ととから考えると，本実験に用いた celluloseの誘事体である C.M.e.が
との虫に対して栄養的価値を持つとは考えられない.
IV. 摘 要
1.ナシヒメシンタイムシ Laψeyresiamolesta BUBC工をその卵期より無菌的に合成培養基を
もって飼育したと ζろ，とれを羽化させるととに成功した.
2.培整基に糊料 SodiumCarboxy Methyl Cellulo艇を添加するととにより埼養基の高温
誠菌中に起る諸成分の沈澱を防止し，培養基を均一化するととが出来た
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